(様式２)

大阪市立十三中学校　平成29年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）


	年度目標
	進捗状況

	【⼦どもが安⼼して成⻑できる安全な社会（学校園・家庭・地域）の実現】
全市共通目標

○ 平成29年度末の校内調査において、学校で認知したいじめについて、解消した割合を95％以上にする。〔29年度　100%〕
○平成29年度の校内調査における「学校の規則を守っていますか」の項目について、「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える生徒の割合を91％以上にする。〔29年度　95%〕
○平成29年度末の校内調査において、暴力行為を複数回行う加害生徒数を前年度より減少させる。〔28年度　14%，29年度　4%〕
○平成29年度末の校内調査において、新たに不登校になる生徒の割合を前年度より減少させる。〔28年度　3.4%，29年度　5.0%〕
学校の年度目標

○今年度末の校内調査における「命や人権の尊さについて考えたことがありますか」の項目について、肯定的な回答をする生徒の割合を年度当初よりも増加させる。

〔５月　70％，３月　75％〕

○今年度末の校内調査における「学校外で暴力を受けたことがありますか」の項目について、挙がった事案に対して的確に対応した割合を95％以上にする。

〔29年度　100％〕
【⼼豊かに⼒強く⽣き抜き未来を切り拓くための学⼒・体⼒の向上】
全市共通目標

○平成29年度のチャレンジテストにおける標準化得点を、前年度より向上させる。（標準化得点とは、各年度の調査の本市の平均正答数が、それぞれ100となるよう標準化した得点のこと）
〔３年：28年度　0.94 ，29年度　0.92〕
〔２年：28年度　0.96 ，29年度　0.91〕

〔１年：28年度　0.91 ，29年度　0.95〕

○平成29年度のチャレンジテストにおける正答率３割以下の生徒を同一の母集団で比較し、いずれの学年も前年度より３ポイント減少させる。
〔７０期生（29年度３年生）：28年度　16.5 ，29年度　21.9〕

〔７１期生（29年度２年生）：28年度　12.7 ，29年度　14.7〕

○平成29年度のチャレンジテストにおける正答率８割以上の生徒を同一の母集団で比較し、いずれの学年も前年度より３ポイント増加させる。
〔７０期生（29年度３年生）：28年度　10.1 ，29年度　7.9〕

〔７１期生（29年度２年生）：28年度　8.8 ，29年度　14.2〕

○平成29年度末の校内調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、肯定的に回答する生徒の割合を、年度当初より増加させる。〔５月　67％，３月　76％〕
○平成29年度の体力調査において、特に課題である「５０ｍ走」の平均の記録を、前年度より0.05ポイント向上させる。
〔28年度　男子8.10　女子 9.02 , 29年度　男子8.14　女子 8.94〕

学校の年度目標

○中学校３年生での英検３・４級程度の英語力を有する生徒の割合を昨年度以上にする。〔28年度　92.4% ，29年度　92.1%〕

○平成29年度の体力調査における体力合計点を前年度以上にする。〔28年度　男子50.2　女子48.3　，29年度　男子51.0　女子49.4〕

○年度末における部活動入部率を85%以上で維持する。〔29年度最終　85%〕
【以下　淀川区役所連携事項】
○学力調査における、「毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか」、「毎日、同じくらいの時刻に起きていますか」の項目における肯定的な回答の割合を昨年度より向上させる。〔28年度　「寝る」76.2%　「起きる」95.4%　，29年度　「寝る」78.1%　「起きる」92.2%　〕

○年度末校内調査における、「毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか」、「毎日、同じくらいの時刻に起きていますか」の項目における肯定的な回答の割合を年度当初より向上させる。〔５月　「寝る」67%　「起きる」87%　，３月　「寝る」69%　「起きる」89%　〕

	Ｂ


	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容①【施策６ 健康や体力を保持増進する力の育成】
○生徒の安全を確保するとともに、各種の運動用具・運動器具を導入し、体育大会をはじめ各種の学校行事に、室内オリンピックなどの楽しみながら体力向上をめざすことができる取組を積極的に取り入れる。
	Ｂ

	指標

体力調査において、全国平均を上回る種目を過半数にする。〔16中8種目〕
	

	取組内容②【施策６ 健康や体力を保持増進する力の育成】
○部活動への参加を促し、日常的な運動の機会を増加させることにより、基礎的な体力や運動能力の向上をめざす。
	Ａ

	指標

　部活動における退部者を5%以内に抑える。〔３月　1%〕
	

	取組内容③【施策６ 健康や体力を保持増進する力の育成】
○区役所の「子どもの睡眠習慣改善支援事業（ヨドネル）」とも連携を図りながら、遅刻を減らすよう日常的な生徒指導を継続して基本的生活習慣の確立をめざす。
	Ｃ

	指標
遅刻の年間実数およびのべ総数を前年度以下に抑える。
〔28年度2月総数　1,596日　29年度1月現在　2,036日〕
	

	取組内容④【施策７　地域に開かれた学校づくりと生涯学習の支援】
○小中連携図書貸し出し事業の実施
○「読み聞かせ」の実施

○図書室開館と自主学習センター機能の充実
（以上元気アップ事業と連携）
	Ｃ

	指標

学力調査において「１日に30分以上読書をする」と回答する生徒の割合を前年度以上にする。〔28年度　23.8%，29年度　20.6%〕
	

	取組内容⑤【施策５ 子ども一人ひとりの状況に応じた学力向上への取組】
○エブリデイ・ホームワークの実施
○家庭学習の調査と各家庭における意識づけの啓発
	Ｃ

	指標

宿題の提出率を前年度以上にする〔28年度　90.4％，29年度　85.8%〕
	

	年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	体力調査では概ね目標に到達することができ、また、秋の体育大会では年々盛り上がりを見せ、運動に対する興味関心が高まってきていることが感じられる。部活動においても、大阪府大会優勝（近畿大会出場）や大阪市３位などの成果をあげている。
遅刻数の減少という目標については、昨年より大幅に増加しており、目標達成には至らなかった。睡眠指導、食育などの取組は実施しているものの、子どもの生活の多忙化、或いは遅刻判定の厳格化が背景にあるかも知れない。また、特別支援学級生徒の遅刻のべ数の増加（２割増し）や、ネグレクト的な家庭の増加も一因と考えられる。
　読書については、元気アップボランティアの協力により、学校図書館の週７回開館を達成できた。しかし、残念ながら読書量については目標に及ばなかった。

エブリデイ・ホームワークの取組は３年を経て、システムとしては定着してきているが、最終目標である学力向上に関しては明確な成果が出ているとまでは言えない。しかしながら、直近５年間の全体傾向としては上昇傾向が見られるとともに、応用力を見る、いわゆるＢ問題に関しては昨年度よりも今年度の方がやや上昇してきており、アクティブ・ラーニングの取組が奏功しているとも見ることができる。


	次年度への改善点

	　遅刻数については、目標に反して大幅な増加が見られ、改善を要する状態となっている。障がいや家庭状況などやむを得ない部分もあるが、区の施策「ヨドネル」において、大学教授による睡眠教育に関するアドバイスを１２月に得ることができ、本校の特色を知ることができたため、これも参考にしながら遅刻の増加率を下げる。
エブリデイ・ホームワークの取組により、授業以外で１日１回鉛筆を握る習慣は身についてきている。従ってアウトプット（取組目標）である「提出率」については引き続き目標達成をめざして取組を進める。ただ、全国学力調査をはじめとする各種テストにおける結果には大きな伸びは見られず、ここ２～３年は低迷しており、取組内容の再検討を模索している。


	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容①【施策２　安全で安心できる学校、教育環境の実現】

面談や家庭訪問、その他、教員が生徒と触れ合う時間を確保し、いじめの早期発見、早期対応を行う。
	Ｂ

	指標

いじめの申告者数に対する未解決数の割合を前回より減らす。

〔５月　0.2％，３月　0.2%〕
	

	取組内容②【施策３　道徳心・社会性の育成】

保護者・地域とのコミュニケーションの機会を充実させるとともに、物事に感動したり、他者を思いやることの大切さを実感する場面を創出する。 
	Ｂ

	指標

学校管理下における生徒と保護者・地域ボランティアとの直接交流の場を、のべ50回確保する。〔３月　53回〕
	

	年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	　生徒の特性から生じる人間関係上のトラブルは後を絶たないが、いじめの状況については、完全解決とまではいかないにしても、悪化を防ぐことはできており、取組の成果が一定は現れている。
　直接交流の場は、今後の予定も含めて53回であり、目標を達成することができた。地域の方々と交流することで、学校外でも大人の目が行き届くようになり、全体としては落ち着いた状態を維持することが可能となっている。

	次年度への改善点

	　体育大会や文化祭など、保護者・地域に協力を得る行事の内容が年々充実してきており、高い評価をいただいた。これらを継続するには大変な努力を要することではあるが、安心・安全な学校づくりを目標に、引き続き取組を進める。


評価基準　Ａ：目標を上回って達成した　　　　　　　　Ｂ：目標どおりに達成した


Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった　　Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった
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